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［要旨］デラマコット森林管理区において低インパクト伐採（RIL)が、さまざまな分類群に与え

る影響を調査した。その結果、研究を行ったいずれの分類群においても、低インパクト伐採を行

ったサイトの群集は原生林と似た組成を持つことが確認され、従来型の伐採を行った区は原生林

とは異なる群集を持つことが分かった。以上から、低インパクト伐採による伐採手法は、分解者

の多くの分類群でその多様性を維持する方向にはたらいていることが示唆された。これらの施業

間の生物多様性への効果の違いは、個体数、種数には反映されず、種組成の変化に着目すること

により明らかとなった。各プロットの種数を分類群間で比較したところ、任意の２つの分類群間

にはほとんど有意な相関が見られなかった。一方、群集の組成を使って分類群間の相関関係を調

べたところ、アリ、樹木、ササラダニ等で他の分類群との間に正の相関が見られた。 

 伐採影響に対する指標分類群の選択基準を生態学的代表性と経済学的有効性の二面に大別して

考察した。生態学的代表性の側面については、伐採による改変に対して生態系の機能が維持され

ているかを把握するという観点から、生産者、消費者、分解者のそれぞれの分類群を含む生物指

標の選択を提案した。また、伐採影響は群集組成から検知する方法が推奨された。デラマコット

では分解者の反応は樹木群集の動態と類似していたが、これが普遍的傾向かどうか他地域でも確

認する必要がある。保護活動に対する消費者へのアピールなどを考慮した経済学的有効性からは、

哺乳類など脊椎動物のモニタリングが有効と考えられた。 
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１．はじめに 

世界の熱帯地域の中でもマレーシア、サバ州は基準・指標を適用した森林管理を始めた数少な

い地域であり、基準を達成するために低インパクト伐採（Reduced-impact logging, RIL）導入を

義務づけ、森林管理区毎に国際認証機関による森林認証を受けるよう推奨している1）。具体的な

森林管理は以下の流れで進められている。1）森林管理計画を立てる（Forest Management Plan 10
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